
第5回講義

1．第2族元素のハロゲン化物（高校教科書）

2．制酸剤としてのマグネシウム化合物
テキストp.112 (b)(c)(d)

3．制酸剤としてのアルミニウム化合物
テキストp.114 (d)

4. 錯体の命名法の規則 テキストp.155-162



第2族元素

テキスト p.110 5.1.3 第2族元素（アルカリ土類金属）
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アルカリ土類金属の電気陰性度

Be Mg Ca Sr Ba

第2族元素の電気陰性度

テキスト p.111



M  +  X2 MX2

Mg, Caでは[ ]であり，
[ ]を作る

加熱しても
[            ]にならない

ヒドロキシ塩化物

1．第2族元素のハロゲン化物

D

Hygroscopic = 吸湿性

MgCl2・6H2O
CaCl2・2H2O



テキストp.112

加水分解(hydrolysis)



無水塩化マグネシウムの製法

SOCl2中のSの混成軌道は

SOCl2中のSの混成軌道は

もなる

にも にも

SOCl2 + H2O→SO2 + H2O



塩化アルミニウムの水和物においても，加熱条件下で加水分解反応が
起こる．AlCl3の場合，完全なイオン結合化合物ではないが，共有結合
性をもちながらAlδ+－Clδ-というように，Al－Cl結合は分極(polarize)し
ている．そこにH2Oが近づくと，H2O（これも分極した分子である）の
Oδ-はAl3+の近くに，Hδ+はClδ-の近くに強く引きつけられる．その結果，
Al－Cl間の結合は弱まる．そして，Al3+とCl-とに電離し，ついで，Al3+

とCl-の水和が起こる．これが加水分解反応である．水和したAl3+イオン
では，Al3+の小さな半径と大きな(+)荷電数によって，その直接周囲にあ
る水和したH2Oは，中心カチオンに強く引っ張られる．その結果，その
H2O中のO－H結合は弱まり，プロトンH

+の解離が起こる．これが，加
熱下ではCl-と結合してHClガスを発生させる.

2AlCl3・6H2O →加熱 Al2O3 + 6HCl + 9H2O

（補足）


